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在宅寝たきり者に対する訪問歯科診療の評価に関する調査研究
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目的　新潟県における「在宅寝たきり者訪問歯科診療事業」の有効性についての評価と，歯科治療が全身の

健康状態に好ましい影響を及ぼすという仮説の検証を目的として，歯科治療を受けた寝たきり者に対し

て全県的な規模で予後調査を行った。

方法　平成元～3年度の3年間に在宅で歯科診療を受療した患者全員（629人）を調査対象とし，平成5年

1～5月に保健婦等による訪問面接聞き取り調査を行った。主訴の改善，食生活の改善，全身の健康状

態の改善を評価項目とし，回答者の主観に基づく自己評価を求めた。調査時にすでに死亡，入院等の

理由により面接不可能であった者を除く429人（平均年齢72歳）を分析対象とした。

成績

1.　主訴の改善を認めた者は326人（76.0％），食生活の改善を認めた者は226人（52.7％）であった。全

身の健康状態の予後に関しては，身体的健康感の改善を認めた者52人（12.1％），精神的健康感の改善

を認めた者107人（24.9％）であり，少なくともこれらのいずれか一方に改善を認めたのは140人

（32.6％）と約3人に1人の割合であった。

2.　歯科治療による主訴の改善と食生活および身体的健康感の改善の関連性を分析したところ，

1)　主訴の改善を認めた者に有意に食生活の改善率が高かった。

2)　主訴の改善を認めなかった者では，身体的健康感に改善を認めた者は皆無であった。一方，主訴の

改善を認めた者では，食生活の改善を認めた者に有意に身体的健康感の改善率が高かった。結果とし

て，身体的健康感が改善した者のほとんどが主訴と食生活の改善を認めた者のみに限られていた。

3)　診療依頼時の咀嚼障害あり群は，なし群に比べて，主訴の改善を認めた者における食生活の改善率

が有意に高く，また，有意ではなかったが，身体的健康感の改善率も高い傾向にあった。

結論　在宅寝たきり者訪問歯科診療事業は有用であることが示された。さらに，訪問歯科診療による介入

は，寝たきり者の全身の健康状態にも好ましい影響を与えていることが示唆された。
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